





















































本稿は、The American Society for Bioethics and Humanities（ASBH）が、1998 年に





めの中心的な能力」報告書の概要  4  
 
 この報告書は、1996 年から 1998 年にかけて、6 回（1 回は 3 日間）の協議を経て作成
されたもので、21 名の委員（医療関係者（医師会、病院機能評価機構等の代表者を含む）、
哲学、法学、宗教の各専門家）が関わり作成したものである。 




































































































































































































































































































































































































発展的  基礎的  基礎的  
２ 漠然とした不確実性と対立を分析
する  
発展的  基礎的  基礎的  
３ 公式・非公式の会合を促進する能力 発展的  基礎的  基礎的  









基礎的  求められない  求められない  
７ 関係する当事者への利益、敬意、支
援、共感をよく聴き、会話する  
発展的  基礎的  基礎的  
８ ケースの倫理的次元に関して当事
者に知らせる（educate）  
基礎的  求められない  求められない  
９ 関わる当事者の道徳的見方を引き
出す  
発展的  基礎的  基礎的  





発展的  基礎的  基礎的  
12 コミュニケーションへの様々な関
連する障害を理解し、注目する  
基礎的  基礎的  基礎的  






 そして、基礎的知識（basic knowledge）と発展的知識（advanced knowledge）と、プ
ロセスに持ち込まれるもの（brought to the process）とめったに利用されない（merely 



















































































































































全 て の チ ー
ム メ ン バ ー
に必要  
全 て の 委 員














発展的  基礎的  基礎的  求められな
い  






















基礎的  求 め ら れ な
い  
求 め ら れ な
い  
発展的  












































































































































































































 (1) 任意的なガイドラインであること 
































1  稲葉一人、長尾典子、機能する病院内臨床倫理委員会、看護管理 13 巻 4 号、医学書院、
2003 年 4 月  
2  赤林朗、日本における倫理委員会のあり方と課題、看護管理 11 巻 9 号、医学書院、2001
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5  なお、報告書では、Table1,2 のみが表として掲げられているが、これについても筆者
が適宜変更したほか、本文中のその他の表は、いずれも筆者が、独自にまとめたものであ
る。 
6  本報告書では、認証（Certification）には慎重な態度を有しているが、わが国では、倫
理審査委員会の人材そのものがまだ未開発である上、認証の有する incentive や、Quality
の最低限を担保する必要性が高いという意味でも、別異に考える余地はあると考える。 
